
第７回入賞作品「ひまわり畑にて」
（浜松市西区）中沢 力男

第７回入賞作品「春色」
（御殿場市）菅沼 英巳

第７回入賞作品「爆焼け」（御殿場市）齊藤 香織

農村の魅力フォトコンテストの趣旨

私がみつけた！ 農村のふれあい・心あたたまるひととき

農村とそこで暮らす人々の魅力を伝える写真を通じて、農業と農村の魅力や価値を共有する
ことを目的に、1 年に 1 度開催しております。毎年、テーマが設けられ、テーマにあった作
品を募集します。
豊かな農産物を生産する農地で活動する方々、美しい農村で自然と触れ合う子どもたちなど、
農村で見つけた心あたたまる瞬間をぜひ写真におさめてご応募ください。

一般部門 写真データをCD-Rなどに保存して郵送、
またはメールで応募

　　　　　〒420-8601 静岡市葵区追手町 9-6
静岡県庁西館 9階 静岡県土地改良事業団体連合会
「第 8回静岡県農村の魅力フォトコンテスト」宛て

応募先

　　　　　　 photocon.shizuoka@gmail.comメールアドレス

SNS部門 公式 Facebookに写真を投稿して応募、もしくは
Instagramにて「# 第 8回静岡農村フォト」で応募

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-460/photocon/photocon2022.html詳しくはホームページをご覧ください

第8回 応募作品の募集テーマ

Instagramフォトコンテストも開催中 ！！
訪れてみたくなる、過ごしたくなる、
農村の「食」、「文化」、「人々」の写真・投稿を募集

＃しずおかむらたび夏2022

詳しくは
「むらサポ」
instagram
アカウント
をチェック！

2022
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●
浮
島
（
沼
津
市
）

●
夢
む
ら
井
田
（
沼
津
市
）

●
は
る
や
ま
21
（
富
士
市
）

●
和
地
ふ
る
さ
と
会 （
浜
松
市
）

●
上
佐
ヶ
野
わ
く
わ
く
の
里
（
賀
茂
郡
河
津
町
）

●
奥
藁
科
・
大
川
（
静
岡
市
葵
区
）

●
縁
結
び
の
村
く
の
わ
き
（
榛
原
郡
川
根
本
町
）

「
西
部
エ
リ
ア
」
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大淵笹場（富士市）

中郷地区

パノラマ遊花の里

浮島 / P3

はるやま21 / P7

夢むら井田 / P5

和地ふるさと会 / P9 上佐ヶ野わくわくの里 / P11

奥藁科・大川 / P13

縁結びの村くのわき / P14

夢未来くんま/ P15
ほっと龍山 / P15

花桃の里 / P15ひずるしい鎮玉 / P15

とんぼの里岩井 / P16

田原地区 / P16

天方 / P16一の宮の里 / P16

諸井里山の会 / P16

〈
令
和
４
年
７
月
現
在
〉

東日本では珍しい石積みの棚田が広が
る石部の棚田。
天気のいい日には駿河湾、南アルプス、
富士山を望めることもあり、季節や時
間で様々な表情を見せてくれます。
美しい棚田を守るために取り組んでい
る「棚田オーナー制度」は、平成 14
年に始め、今年で 20 年目を迎えます。

表紙 /石部赤根田村百姓の里（松崎町）

34
Summer

浮島
（沼津市）

夢むら井田
（沼津市）

はるやま 21
（富士市）

和地ふるさと会 
（浜松市）

上佐ヶ野わくわくの里（賀茂郡河津町）

奥藁科・大川（静岡市葵区）

【南部エリア】

縁結びの村くのわき（榛原郡川根本町）

2022

Vol.25

●夢未来くんま
●ほっと龍山
●花桃の里
●ひずるしい鎮玉
●とんぼの里岩井
●田原地区
●天方
●一の宮の里
●諸井里山の会

潮騒響く玉ねぎの里　篠原

朝比奈

坂部

殿

茂畑

大賀茂

久米田

上長窪地区

深良地区

山田川自然の里
三島箱根西麓地区

丹那

　日本一高い富士山や日本一深い駿河湾など、変化に富んだ
地形と清らかな水に恵まれた静岡県は、農作物や水産物の品
目数において全国トップクラス。この豊かな食材を生産する
県内の農山漁村には、棚田や茶畑といった美しい風景に加え
て、古くから伝わる伝統が息づく地域それぞれの「宝（資源）」
があります。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」とは、地域の宝を大切に
思い、それを守り、次世代につなげていこうとする人々が集
まって、真摯に活動を行う理想の農山漁村として「ふじのく
に美しく品格のある邑づくり」連合が認定した地域（邑）です。
平成 24 年度に 35 市町の 45 地域が認定されたのを皮切りに、
毎年登録数が増え続け、令和４年３月現在で 150 の地域が名
を連ねています。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」は、深い山々に囲まれた
山間地の集落から、周囲が市街地化された農園まで、その個
性は様々です。
　周辺環境だけにとどまらず、規模の大小、文化や歴史、特
産品や名物など、150 の地域にはそれぞれに特徴があり、県
全域で多彩で多様な魅力を形成しています。
　また、そこで活躍する人々も魅力的です。自分たちの地域
を愛し、活動に誇りを持つ人たちの自信に満ちた姿は、訪れ
る人にとって、忘れられない「美しい思い出」となるはずです。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」の詳しい情報は連合の
ホームページにあります。魅力的な場所、地域
の特産品、参加できるイベント情報なども掲載
されているので、まずは気になる邑を訪ねてみ
ましょう。



　

約
３
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の

休
耕
田
に
約
２
万
５
０
０
０
株
の

ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
誇
る
「
浮
島
ひ

ま
わ
り
ら
ん
ど
」。
ど
こ
ま
で
も

続
く
黄
色
い
絨
毯
の
先
に
は
愛
鷹

山
、
晴
れ
た
日
は
富
士
山
も
顔
を

の
ぞ
か
せ
る
、
思
わ
ず
写
真
に
収

め
た
く
な
る
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク

な
絶
景
が
広
が
り
ま
す
。

　
「
見
頃
と
な
る
７
月
上
旬
か
ら

８
月
に
か
け
て
は
、
県
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
見
学
者
や
撮
影
者
が

訪
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
期
待
を

裏
切
ら
な
い
よ
う
に
、
栽
培
畑
を

３
つ
に
増
や
し
て
開
花
時
期
を
ず

ら
す
な
ど
、
で
き
る
だ
け
長
い
間

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
工
夫
を
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
浮
島

地
区
環
境
保
全
推
進
会
会
長
の
長

澤
さ
ん
。

　

沼
津
市
北
西
部
の
端
に
位
置
す

る
浮
島
地
区
は
、
茶
畑
が
広
が
る

愛
鷹
山
南
麓
丘
陵
地
と
、
水
田
が

広
が
る
平
野
部
か
ら
な
る
農
村
地

帯
で
す
。
か
つ
て
は
茶
や
米
な
ど

農
業
が
盛
ん
で
し
た
が
、
近
年
は

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
農
家
の
減
少
に
よ
り
、
休
耕

田
や
荒
廃
農
地
が
増
加
。
景
観
の

悪
化
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
始

ヒマワリと育む
地域の絆と元気な未来

地域住民や子どもたちを巻き込んだ休
耕田のヒマワリ畑。
種まきから食べるまで、ヒマワリ栽培
を軸に幾重にも楽しみながら学ぶ。

浮島
うきしま

沼津市平沼

車／新東名高速駿河湾沼津スマー
ト ICから約 10分
電車・バス／ JR 原駅からミュー
バス原・浮島線「浮島地区 C」行
きで「浮島地区センター」下車、
徒歩５分

浮島地区環境保全推進会の会長。「浮島
ひまわりらんど」の活動の中心メンバー。

長澤 利之さん

「浮島
ひまわりらんど」では、

夏のヒマワリはもちろん、冬から
春にかけては菜の花で黄色一色に染ま
ります。また、2022年のNHK大河ド
ラマ「鎌倉殿の 13人」に登場する阿野全
成ゆかりの「大泉寺」、北条早雲の旗揚げ
の城で有名な「興国寺城」は今年大注
目のスポット！見どころ満載の浮島

に遊びに来てください。

今年
注目の浮島へぜひ！

ま
っ
た
の
が
、
休
耕
田
を
活
用
し

た
ヒ
マ
ワ
リ
の
栽
培
で
す
。

　
「
地
域
の
景
観
や
農
業
へ
の
関

心
を
呼
び
起
こ
し
た
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
浮
島
地
区
環
境
保
全

推
進
会
が
中
心
と
な
り
、
地
域
住

民
や
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん

で
、
種
ま
き
か
ら
食
べ
る
と
こ
ろ

ま
で
、
ヒ
マ
ワ
リ
栽
培
を
幾
重
に

も
楽
し
む
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
実
施
。
今
年
で
14
回

目
の
夏
を
迎
え
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
か

ら
は
沼
津
市
浮
島
小
学
校
４
年
生

の
授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
苗
の

作
り
方
や
植
え
付
け
、
写
生
大
会
、

種
を
使
っ
た
油
絞
り
の
実
演
授
業

な
ど
、
環
境
保
全
推
進
会
役
員
も

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
継
続
し
て
行
う
こ
と
で

「
浮
島
＝
ヒ
マ
ワ
リ
」
が
定
着
。

来
訪
者
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域

が
元
気
に
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ

て
い
る
そ
う
で
す
。
今
後
は
「
こ

こ
数
年
開
催
を
見
送
っ
て
い
た

『
ひ
ま
わ
り
祭
り
』
を
復
活
さ
せ
、

浮
島
の
農
産
物
の
産
直
市
な
ど
地

域
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

阿野全成の墓所がある「大泉寺」
約850 年の歴史を持つ大泉寺（沼津市井
出）。2022 年のNHK 大河ドラマ「鎌倉殿の
13 人」に登場する阿野全成ゆかりのお寺で、
敷地内には阿野全成と時元の墓所がありま
す。静かに手を合わせて、鎌倉時代に思いを
馳せてみては？

北条早雲の旗揚げの城で有名な「興国寺城」
愛鷹山南麓に広がる丘陵に築かれた興国寺
城（沼津市根古屋）。戦国時代に関東一円を
支配した北条氏の祖である伊勢新九郎盛時
（北条早雲）の旗揚げの城として名高い城で
す。現在も石垣や土塁、空堀などの遺構を確
認することができます。

地域課題の一つである休耕田・荒廃農地対策として、2008年（平成 20年）に休耕田 4枚分約 2000平方メートルに土を入れ、ヒマワリ栽培が始まりました。

❶ 【6月】100人を超える地域住民のみなさん
が大集合！2022年は約2万5000株を植え付
けました。
❷ 【7月】ミニコンサートを開催。満開のヒマワ
リ畑をバックに田中みどりさん（三島市在住）
の美声が響き渡ります。
❸ 【9月】網を使ってヒマワリの種を濾し取り、
種を収穫します。
❹ 【11月】「コミュニティ祭り」では「浮島ひまわ
りらんど」のヒマワリ油で調理したさつま揚げ
を試食で提供。揚げ物なのにさらっとした味
わいが地域住民に好評です。

3

4

2

1

ヒマワリ栽培で食育授業
浮島小学校4年生

❶ 写生大会の様子。
❷ 自分たちで種をまいて育てた苗を
植え付けました。
❸ 写生大会の作品は、コミュニティ祭
りの会場に展示されました。
❹ ヒマワリの種から搾油したヒマワリ
油を使った料理の試食会。「美味しい！」
と子どもたちの歓声が上がります。

ヒマワリ栽培を幾重にも楽しむ
多彩なイベントを開催

２

3

4

1

こうこくじじょう

だいせん じ

ほうじょうそううん

 あ    の ぜんじょう



井
田
花
海
山
公
園
の

造
成
に
向
け
て

目
指
す
は
現
代
の
花
咲
爺
！

誇
り
高
き
歴
史
と
文
化
を
守
り
、
後
世
に
つ
な
げ
た
い
。

四
季
折
々
の
花
々
が
海
と
山
を
彩
る
「
夢
む
ら
井
田
」
へ
。

　

富
士
山
を
望
む
駿
河
湾
に
面
し

た
井
田
は
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ

た
小
さ
な
集
落
。
信
号
機
も
な
け

れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
。
ど
こ
か

懐
か
し
い
日
本
の
原
風
景
に
引
き

込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
井
田
で

す
が
、
山
村
地
域
の
例
に
漏
れ
ず
、

過
疎
化
・
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄

せ
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
70
歳
以

上
、
50
人
弱
の
人
口
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
限
界
集
落
に

な
っ
て
し
ま
う
。
井
田
の
誇
り
高

き
歴
史
と
文
化
を
守
り
、
後
世
に

つ
な
げ
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
を

胸
に
、
井
田
む
ら
お
こ
し
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
２
０
２
２
年
に

「
夢
む
ら
井
田
」
を
発
足
。
現
代

の
花
咲
爺
を
目
指
し
、「
井
田
花

海
山
公
園
」（
仮
称
）
造
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
福
島

県
に
あ
る
花
見
山
公
園
で
す
。

　
「
井
田
の
住
民
で
視
察
に
行
き

ま
し
た
。
毎
年
県
内
外
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
花
の
名
所
で

す
。
花
農
家
の
園
主
が
70
年
以
上

か
け
て
造
り
あ
げ
た
花
見
山
公
園

を
中
心
に
、
地
域
一
帯
が
春
色
に

染
ま
る
様
子
は
、
ま
さ
に
桃
源
郷

で
す
」
と
話
す
の
は
天
野
さ
ん
。

夢むら井田
ゆめむらいた

沼津市井田

車／東名沼津 ICから国道414号、
県道 17号経由で約 1時間 20分
電車・バス／伊豆箱根鉄道修善寺
駅から新東海バス「戸田」行きで
終点下車。戸田交通井田行きに乗
り換えて「井田」下車

園
内
の
物
産
ひ
ろ
ば
で
は
地
元
生

産
者
が
出
店
し
て
自
ら
販
売
し
、

観
光
客
相
手
に
農
産
物
や
特
産
物

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　
「
こ
の
光
景
を
目
に
し
た
と
き
、

私
た
ち
の
目
指
す
べ
き
姿
は
ま
さ

に
こ
れ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
村
が

活
気
を
取
り
戻
し
て
経
済
が
潤
え

ば
、
U
タ
ー
ン
定
住
や
移
住
希
望

者
が
増
え
る
と
信
じ
て
、
花
見
山

公
園
を
目
標
に
、
皆
の
思
い
が
一

つ
に
な
り
ま
し
た
ね
」。

　
「
井
田
花
海
山
公
園
」
の
舞
台

と
な
る
の
は
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
松
江
古
墳
。
正
面
に
富
士

山
を
望
み
、
駿
河
湾
を
挟
ん
で
井

田
集
落
と
明
神
池
を
一
望
で
き
る

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　
「
古
墳
周
辺
に
花
木
の
植
栽
を

進
め
て
い
ま
す
。
自
然
相
手
だ
け

に
思
う
よ
う
に
は
進
ま
ず
、
ジ
レ

ン
マ
と
戦
っ
て
い
ま
す
」
と
苦
労

を
に
じ
ま
せ
ま
す
。

　
「
井
田
花
海
山
公
園
」
の
完
成

を
目
指
し
て
「
夢
む
ら
井
田
」
の

挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
夢
に

向
か
っ
て
着
実
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
ま
す
。

井田花海山公園完成予想図。古墳のある松江山が色とりどりの花々で埋め尽く
される予定。

井田むらおこし委員会のメンバー。
井田マリンサービスを経営。

天野 喜一朗さん

井田か
ら眺める富士山の景色は

日本一です。以前、NHKのテレ
ビ番組「21世紀に残したい日本の風
景」でラストシーンを飾りました。採
用された理由は、海、山、池がコンパク
トにおさまっている井田の風景が、富
士山をより引き立てているからとの
こと。ぜひご自身の目で確かめ

に来てください。

日

本一
の富
士山を眺めるなら井田へ

❶ 井田の海の青さは「井田ブルー」と称されるほどの美しさ。透明度の高さ
は環境省の水質調査で国内最上級の評価を獲得し、宮古島や石垣島と並ん
で1位に輝いています。
❷ 「井田花海山公園」候補地の松江古墳は、集落から南に少し登った高台に
あります。
❸ 花見山公園（福島県）に視察に行ったときの様子。
❹ 松江古墳の周辺に22種類の花木を植栽しました。

古墳時代後期のものと推定される横穴式石室の
ある円墳。出土品の多くは造船郷土資料博物館
に収蔵されています。県指定史跡。

海から生まれた神秘の淡水池「明神池」
海から切り離され、徐々に淡水
に変わっていった海跡湖。草魚
やウナギ、タニシなどが生息し
ています。池の周囲約650mに
は遊歩道が整備され、春の桜
をはじめスカシユリやハマユウ
など、四季折々の花を眺めな
がら散歩が楽しめます。

伊豆半島最大規模の石室がある

「井田松江古墳群」

海面がキラキラと煌めいて見
えることから命名された「煌め
きの丘」。井田地区を南側から
見下ろすことができる展望台
です。ここから眺める富士山、
駿河湾に沈みゆく夕日も絶景
です。階段を下りると松枝古
墳群に出ることができます。

絶景が見渡せる「煌めきの丘」

い   た  すんごう  こ ふんぐん
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春の訪れを告げる井田の河津桜。駿河湾
と富士山とのコントラストが感動的！



絵
の
よ
う
に 

美
し
い

田
園
風
景
を 

後
世
に
残
し
た
い

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
美
し
く 

広
大
な
田
園
風
景
。

農
業
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め 

に
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
守
り
、
育
む
。

はるやま 21
はるやまにじゅういち

富士市境南・西船津南・船津南

車／ JR富士駅から約 20分
電車・バス／ JR 吉原駅から岳南
鉄道「岳南江尾駅行き」岳南鉄道
神谷駅

浮島土地改良区の理事長。やまた
か農場を経営し、お米と路地野菜
を作っている。

髙橋 吉人さん

江戸時
代後期に活躍した浮世絵

師の歌川広重は、かつて富士山
がもっとも美しく見える場所と言わ
れていた原宿 *から見た富士を描きまし
た。時を隔てた今もこの絶景を写真に収
めようと、カメラ片手に訪れる方もい
ます。浮島沼には珍しい野鳥が多く
集まり、バードウォッチングに

もおすすめですよ。

歌

川広
重も
この景色に魅了された！

❶ 水稲部会の若手部員と東小学校5年生のみなさん。
❷ 毎年6月に行われる田植え体験の様子。
❸ 毎年7月に神社で行われる「はるやま祭り」。
❹ 区民と東小学校の合同体育祭。

　

北
に
富
士
山
と
愛
鷹
山
を
仰

ぎ
、
地
域
の
中
心
に
は 「
は
る
や

ま
21
」
の
名
前
の
由
来
で
あ
る
春

山
川
が
流
れ
る
富
士
市
浮
島
地

区
。
か
つ
て
は
「
浮
島
沼
」
と
呼

ば
れ
た
低
湿
地
帯
で
、
農
民
は
冷

た
い
水
に
胸
ま
で
埋
も
れ
な
が
ら

泳
ぐ
よ
う
に
田
植
え
を
す
る
と
い

う
、
過
酷
な
農
作
業
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
営
排
水
改
良
事
業

や
ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
、
沼
川

や
昭
和
放
水
路
の
改
修
、
排
水
路
、

農
道
や
か
ん
が
い
施
設
が
整
備
さ

れ
、
広
大
な
優
良
農
地
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
耕
作
機
械
の

導
入
が
可
能
と
な
り
、
営
農
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
夏
の
時
季
は
愛
鷹
山
が
お
茶

の
新
緑
で
、
水
田
は
緑
が
濃
さ
を

増
し
、
浮
島
地
区
一
帯
が
緑
色
に

染
ま
っ
て
て
実
に
美
し
い
で
す

よ
」
と
話
す
の
は
、
浮
島
土
地
改

良
区
理
事
長
の
髙
橋
さ
ん
。
農
地

面
積
１
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
東
京

ド
ー
ム
に
し
て
26
個
分
。
見
渡
す

限
り
続
く
緑
の
田
園
風
景
は
清
々

し
く
、
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

　
「
先
人
よ
り
受
け
継
い
だ
こ
の

美
し
い
田
園
風
景
を
後
世
に
残
し

た
い
」
と
、
農
業
者
の
高
齢
化
や

農
業
後
継
者
の
減
少
が
進
む
中
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
農

業
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
30
年
以
上
前
か

ら
続
い
て
い
る
の
が
、
水
稲
部
会

の
指
導
に
よ
る
富
士
市
立
東
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
の
農
業
体
験
で

す
。

　

水
稲
部
会
の
鈴
木
さ
ん
い
わ

く
、「
お
米
つ
く
り
体
験
で
は
、

４
月
の
種
ま
き
に
始
ま
り
、
５
月

は
し
ろ
が
き
、
６
月
は
田
植
え
、

10
月
は
稲
刈
り
と
試
食
会
と
、
一

連
の
経
験
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

お
茶
摘
み
体
験
で
は
、
５
月
の
手

摘
み
、
10
月
の
手
揉
み
に
加
え
て
、

お
茶
の
種
類
や
効
能
を
学
ぶ
勉
強

会
、
闘
茶
会
で
は
品
種
の
飲
み
比

べ
を
し
ま
す
」。

　

今
後
は
、
ほ
場
の
再
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
特
産
品
づ
く
り

や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
く

と
い
う
「
は
る
や
ま
21
」。
浮
島

土
地
改
良
区
で
は
老
朽
化
し
た
施

設
の
更
新
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
か
ら

そ
の
思
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

❶ 鏡のように水田に映し出された富士山がなんとも清 し々い！
❷ 秋はたわわに実った稲穂が秋の日差しで黄金色に輝きます。
❸ 浮島沼での田植えの風景。水捌けが悪く地盤が弱い浮島沼で
は、胸まで埋もれての田植えは当たり前だったようです。

地元農家から届けられる朝どれの新鮮な
野菜や果物、農産物を販売しています。生
産者が一番美味しいタイミングを見極め
て届けるから美味しさはお墨付き。老若男
女が集まる憩いの場になっています。

　 富士市船津48-1
　 0545-34-0449
時間/午前8時から午前11時
定休/火曜・年末年始

JA 直売所
「野菜工房 うきうき畑」

3

◀「原 朝之富士」（東海道五拾三次内）歌川広重

* 富士山と愛鷹山の位置関係から、朝、
原宿を出発し、浮島沼あたりで描いたと
いわれています。

左から水稲部会の鈴木龍一さん、はるやま21代表の髙橋吉人さん、
浮島土地改良事務局の平野信子さん。

1 2

1

2

3写真提供：富士市立博物館

☎
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浜
名
湖
東
岸
の
三
方
原
台
地
に

位
置
す
る
和
地
地
区
。
市
街
地
近

郊
で
あ
り
な
が
ら
も
、
豊
か
な
里

山
の
自
然
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
は
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
な
ど
の
影
響
で
、
休
耕
田

や
荒
廃
農
地
が
増
加
し
、
環
境
悪

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
０
７
年
（
平
成

19
年
）
に
地
元
の
団
体
が
連
携
し
、

「
和
地
ふ
る
さ
と
会
」
を
結
成
。

不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
処
理
や

荒
廃
地
の
整
備
を
行
う
一
方
で
、

各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ア
ソ
ガ
谷
地
区
で
は
ホ
タ
ル
や

ト
ン
ボ
が
生
息
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ

造
り
や
、
荒
廃
農
地
を
活
用
し
て

梅
林
を
育
成
。
株
式
会
社
知
久
と

協
働
で
行
う
「
梅
狩
り
体
験
」
に

は
、
毎
年
３
０
０
人
を
超
え
る
住

民
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

二
反
田
地
区
で
は
川
の
堤
防
沿

い
に
桜
を
植
栽
し
た
り
、
休
耕
田

を
活
用
し
て
季
節
ご
と
に
ア
ジ
サ

イ
や
ヒ
マ
ワ
リ
、
コ
ス
モ
ス
な
ど

を
育
て
て
い
ま
す
。

　

西
大
山
地
区
で
は
復
田
し
た
水

田
で
も
ち
米
を
栽
培
。
子
ど
も
た

ち
を
巻
き
込
ん
で
、
稲
作
体
験
や

餅
つ
き
大
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
区
代
表
の
豊
田
さ
ん
は
ホ

タ
ル
の
養
殖
に
取
り
組
む
ホ
タ
ル

博
士
。
成
長
し
た
ホ
タ
ル
は
花
川

の
支
流
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

東
大
山
地
区
で
は
「
東
大
山
河

津
さ
く
ら
祭
り
」
を
開
催
。
７
年

前
に
始
ま
っ
た
地
域
の
お
祭
り

が
、
今
で
は
県
内
外
か
ら
５
万
人

を
超
え
る
観
光
客
で
賑
わ
う
大
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
和
地
は
地
区

各
所
で
沿
道
花
壇
を
作
っ
て
育
て

て
い
ま
す
。
そ
の
出
来
栄
え
は
見

事
で
、
数
々
の
賞
に
輝
い
て
い
ま

す
。

　

事
務
局
の
山
下
さ
ん
は
会
の
思

い
を
こ
う
語
り
ま
す
。「
各
団
体

で
活
動
内
容
は
異
な
り
ま
す
が
、

根
底
に
あ
る
気
持
ち
は
同
じ
で
、

『
昔
な
が
ら
の
美
し
い
景
観
を
後

世
に
残
し
た
い
』
こ
の
思
い
に
尽

き
ま
す
。
和
地
を
訪
れ
る
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
和
地
に

住
む
人
々
が
歩
い
て
出
か
け
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
邑
に
し
た

い
で
す
」。

花川の支流にある荒巻川ほたる公園では、ホタルやトンボが生息
する自然環境が保全されています。園内の池にはホタルの飛び交
うさまが楽しめるように散策路が設置されています。

ホタルやトンボが生息
「荒巻川ほたる公園」

季節の花々がお出迎え
お出かけしたくなる
美しい景観づくり

和地ふるさと会 
わじふるさとかい

浜松市西区

車／東名高速浜松西 ICから約 5分
電車・バス／ JR 浜松駅から遠鉄バ
ス舘山寺線「和地町」下車

和地ふるさと会会長。和地地区
環境保全対策協議会代表。

野中 真八郎 さん

和地
ふるさと会では産学官連

携にも積極的に取り組んでいま
す。オイスカ浜松国際高校の生徒さん
には花木の剪定や広報看板の作成、株式
会社知久とは「一社一村しずおか運動」で
パートナーシップを結び、梅狩り体験を
協働で開催しています。これからも新
たな交流の場を生み出し、和地の
活性化につなげたいです。

産
学官

連携
の画期的な取組にも注目！

❶ 草木で荒れた土地を整備することから始まりました。
❷ 花川沿い約1kmにわたって河津桜400本を植樹。草木で荒れた堤防が美しく生まれ変わりました。
❸ 2015年（平成27年）から桜の開花時期に合わせて「東大山河津さくら祭り」を開催。今では県内外から5万人を
超える観光客が訪れます。
❹ 休耕田を整備して菜の花を植栽。桜の花とのコントラストが見事です。
❺ フラワータウン和地のみなさんが愛情を込めて育てた花壇。令和元年には緑の愛護に優れた活動として、国土
交通大臣より感謝状を受章しました。
❻ 和地小学校2年生の課外授業をお手伝い。
❼ オイスカ浜松国際高校のみなさんの協力を得て、梅の木の剪定と下草刈りを行いました。
❽ 6 月にアソガ谷で知久屋（株式会社知久）と共催して梅の収穫体験を実施。当日は佐藤牧場の動物たちとの触
れ合いもあり、家族連れでにぎわいました。

左から豊田啓一さん（西大山地区）、野中正明さん (東大山地区)、野中真八郎さん（フラワー
タウン和地）、山下昌利さん（アソガ谷地区・二反田地区）、中村与一さん(東大山地区)。

1 2 3

4

5 6

7 8

15 年前に始まった環境保全活動。
小さな活動が実り、大きな花と笑顔を咲かせている。



自然の恵みと仲良く付き合う

川遊びとブルーベリー

　

河
津
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
里
は
、
伊
豆
急

行
線
河
津
駅
か
ら
車
で
15
分
、
佐
ヶ
野
川

沿
い
の
山
の
麓
、
上
佐
ヶ
野
地
区
の
傾
斜

地
に
広
が
る
観
光
農
園
で
す
。
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
３
０
０
０
坪
）
に
１
０
０
０
本

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
植
え
ら
れ
、
７
月
13

日
か
ら
８
月
25
日
ま
で
の
期
間
中
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
体
験
が
で
き
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
２
０
０
８
年
。

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
上
佐
ヶ
野
わ

く
わ
く
の
里
」
の
皆
さ
ん
伺
い
ま
し
た
。

　

農
園
代
表
の
山
田
勇
さ
ん
の
お
話
に
よ

る
と
、
上
佐
ヶ
野
の
戸
数
は
58
戸
、
そ
の

う
ち
水
田
農
家
は
15
戸
ほ
ど
で
す
。
上
流

に
は
わ
さ
び
田
も
あ
り
、
そ
れ
だ
け
水
が

豊
か
で
、
水
を
大
事
に
し
て
き
た
地
域
で

す
。
こ
こ
は
元
々
営
林
署
の
管
轄
で
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
苗
畑
で
し
た
。
そ
の
後
、
町

有
地
に
な
り
ま
し
た
が
用
途
も
な
く
、
イ

ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
す
み
か
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
な
ど
を
活
用
し
て
整
備
を
始

め
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
観
光
農
園

が
い
い
と
い
う
話
を
聞
き
つ
け
、
仲
間
９

人
と
開
墾
し
て
１
０
０
０
株
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。
14
年
た
っ
た
今
で
は
５
人
に
な

り
、
コ
ロ
ナ
の
前
ぐ
ら
い
か
ら
客
足
が
減

り
、
こ
こ
３
年
は
開
店
休
業
で
し
た
。
今

年
は
よ
う
や
く
復
活
し
よ
う
と
草
刈
り
な

ど
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

去
年
の
暮
か
ら
始
め
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

オ
ー
ナ
ー
制
度
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
農
産
物
の
オ
プ
シ
ョ
ン
付
き

２
万
円
の
コ
ー
ス
と
、
１
万
円
の
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
町
内
外
の
知
り
合
い
が
賛

同
し
て
く
れ
て
、
50
人
ぐ
ら
い
集
ま
り
そ

う
で
す
。
お
お
よ
そ
50
万
円
の
目
途
が
立

て
ば
、
農
園
の
維
持
管
理
を
み
ん
な
で
続

け
て
い
け
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
佐
ヶ
野
川
の
上
流
に
は
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
が
３
つ
も
あ
り
、
休
日
と
も

な
る
と
３
０
０
台
も
の
車
が
行
き
交
い
ま

す
。
こ
う
し
た
地
元
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
連

携
し
て
お
客
さ
ん
を
呼
び
込
み
、
一
緒
に

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
佐
ヶ
野
川
の
上
流
に
は
、

「
三
段
滝
」
と
い
う
景
勝
地
が
あ
り
ま
す
。

迫
力
あ
る
水
の
勢
い
と
轟
音
、
透
き
通
る

ソ
ー
ダ
色
の
滝
壺
は
涼
感
を
誘
い
、
知
る

人
ぞ
知
る
名
所
で
す
。
こ
の
滝
を
拠
点
に

キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
（
渓
谷
下
り
や
飛
び
込

ん
で
沢
を
楽
し
む
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
）
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
「KU

RA-RU
N
 

O
U
TD
O
O
RS

」
を
営
む
倉
原
卓
也
さ
ん

は
、
妻
の
実
家
で
あ
る
こ
の
地
に
魅
せ
ら

れ
て
移
住
し
て
き
ま
し
た
。倉
原
さ
ん
は
、

「
こ
れ
ま
で
ア
ウ
ト
ド
ア
と
い
う
と
、
自

然
や
資
源
を
利
用
す
る
一
方
と
思
わ
れ
が

ち
で
し
た
が
、
今
の
時
代
、
お
客
さ
ん
の

意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
川
遊
び
に

来
た
人
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
も
ら
い
、
つ
い
で
に
草
刈
り
や
ゴ

ミ
拾
い
も
す
る
。
地
域
と
の
関
わ
り
を
増

や
し
た
い
。
訪
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と
で

環
境
が
よ
く
な
る
よ
う
、
利
用
と
保
全
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト

を
提
案
し
た
い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
上
佐
ヶ
野
で
は
、
本
州
で
は
珍

し
い
ア
ボ
カ
ド
栽
培
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
な
ん
と
御

年
93
歳
の
相
馬
久
雄
さ
ん
！
か
つ
て
は
県

の
農
政
課
に
務
め
て
い
た
農
山
村
振
興
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。
い
ず
れ
は
娘
さ
ん

夫
妻
が
ア
ボ
カ
ド
栽
培
を
継
ぐ
計
画
で
す

が
、
い
ま
は
相
馬
さ
ん
が
現
役
バ
リ
バ
リ

の
生
産
者
！
地
域
の
未
来
を
語
る
パ
ワ
ー

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

区
長
の
古
山
茂
樹
さ
ん
は
、「
こ
れ
か

ら
は
地
方
の
時
代
。
食
糧
危
機
の
不
安
も

あ
る
中
、
こ
こ
に
は
田
ん
ぼ
も
畑
も
空
き

家
も
あ
る
。
若
い
人
た
ち
に
上
佐
ヶ
野
を

活
用
し
て
、
今
ま
で
に
な
い
新
し
く
、
楽

し
い
こ
と
を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

三段滝を滑りおりるキャニオニング

は KURA-RUN OUTDOORS へ アボカ
ド栽培

で産地
化をめ

ざ

す相馬久
雄さん９

３歳！ 入園料は
中学生以

上が

800 円で
40 分間

食べ放題

上佐ケ野わくわくの里の皆さんと。左から齋藤修身さん（７６）、倉原卓也さん（３９）、筆者、河津ブルーベリーの里代表の山田勇さん（７９）、上佐ケ野区長の古山茂樹さん（６４）

三段滝のそばにあるわさび田

賀茂郡河津町

上佐ヶ野わくわくの里
かみさがのわくわくのさと

観
光
と
農
業
を
合
わ
せ
て

み
ん
な
が
わ
く
わ
く
す
る
里
に

川
遊
び
も
、
農
地
の
維
持
も

環
境
を
良
く
す
る
付
き
合
い
方

上佐ヶ野わくわくの里

車／東名高速沼津 IC・
新東名高速長泉沼津 IC
から約 80分
電車・バス／伊豆急行線
河津駅から東海バス河津
七滝行で下佐ヶ野バス停
下車 徒歩 15分

企業連携として東京電力の
支障木のチップを被覆材に

涼
し
く
て
す
み
ま
せ
〜
ん
！

▲ KURA-RUN OUTDOORS 代表の倉原さん



　

JR
静
岡
駅
か
ら
車
で
約
40
分
ほ
ど

の
中
山
間
地
に
あ
る
大
川
地
区
。
静

岡
茶
の
祖
、
聖
一
国
師
生
誕
の
地
と

し
て
、
県
内
で
も
有
数
の
茶
産
地
で

す
。

　

し
か
し
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

ん
で
お
り
、
そ
ん
な
状
況
に
危
機
感

を
持
っ
た
住
人
が
集
ま
り
、
平
成
28

年
に
大
川
企
業
組
合
を
発
足
し
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
大
川
企
業
組
合
の
二
代
目

代
表
理
事
を
務
め
る
勝
見
誠
之
さ

ん
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
こ
こ
大
川
地

区
で
す
が
、
結
婚
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

大
川
地
区
を
離
れ
、
現
在
は
ご
家
族

で
駿
河
区
内
に
住
み
自
営
で
広
告
業

を
営
み
な
が
ら
、
大
川
地
区
に
通
う

生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　“

「
何
も
な
い
」
か
ら
「
何
か
を
み

つ
け
る
」“
を
理
念
に
掲
げ
る
大
川

企
業
組
合
は
、
地
域
の
整
備
事
業
を

は
じ
め
特
産
品
の
開
発
な
ど
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
よ
り
多
く

の
人
に
大
川
に
訪
れ
て
も
ら
い
た
い

と
４
年
ほ
ど
前
に
こ
の
「
大
川
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、

管
理
・
運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
ン
ト
サ
イ
ト
は
６
区
画
の
み
の
小

さ
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
が
、
ま
わ
り

は
田
畑
と
民
家
に
囲
ま
れ
の
ど
か
な

農
村
風
景
の
中
で
キ
ャ
ン
プ
が
で
き

る
と
ク
チ
コ
ミ
で
広
が
り
、
人
気
の

キ
ャ
ン
プ
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
や
農
村
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

“

大
川
“
と
い
う
地
域
を
知
っ
て
も

ら
い
関
係
人
口
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
勝
見
さ
ん
。

　

地
域
を
良
く
見
せ
よ
う
と
背
伸
び

し
て
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
参

加
者
も
受
け
入
れ
側
も
の
ん
び
り
と

自
然
体
で
い
る
こ
と
を
大
切
に
あ
り

の
ま
ま
の
大
川
を
感
じ
て
も
ら
い
、

人
と
人
と
が
つ
な
が
り
仲
良
く
な
っ

て
い
く
、
そ
ん
な
地
域
の
か
た
ち
を

勝
見
さ
ん
は
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

地
域
が
高
齢
化
・
人
口
減
少
し
て

い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
中

で
、「
今
は
、
草
刈
り
な
ど
は
当
番

で
行
っ
て
い
る
が
、
10
年
後
は
草
刈

り
す
ら
で
き
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

こ
の
地
域
は
荒
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
考
え
る
。
キ
ャ
ン
プ

場
の
利
用
や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
を
通

じ
て
関
係
人
口
を
増
や
し
て
、
移
住

と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
気
軽
に
草

刈
り
や
農
作
業
を
手
伝
い
に
来
て
も

ら
え
る
よ
う
な
関
係
を
つ
く
っ
て
み

ん
な
で
こ
の
地
域
を
守
っ
て
い
け
た

ら
」
と
勝
見
さ
ん
。
今
後
も
、
市
内

の
教
育
団
体
と
提
携
し
て
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
た
り
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
そ
う

で
、
大
川
地
区
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ

ん
！

執
筆
者
：
山
中
里
絵

勝見 誠之 さん
大川企業組合　大川オートキャンプ場

代表理事

生
ま
れ
故
郷
を
未
来
に
残
し
て
い
く
た
め
に

人
と
人
と
が
つ
な
が
る
場
所
を
つ
く
り
た
い

藁科川で川遊びも

キャンプ場

川遊び
の後は

手づく

りの窯
風呂が

最高に

気持ち
いい！

じゃがいもの
植え付け体験

奥藁科・大川
おく  わら  しな

静岡市葵区（大川オートキャンプ場）

車／新東名高速静岡 SA ス
マート ICから約 24分
バス／ JR 静岡駅からしずて
つバス藁科線 ( 日向行 ) 杉尾
入口下車

新たな取組で地域を盛り上げる邑びとを紹介
します！今回は、生まれ故郷のために奮闘す
る勝見さんに話を聞いてきました。

川根本町久野脇に　行きました。ここは　島田駅から　車で
90 分かかります。川根本町久野脇は　｢縁結び＜＝いい人と
出会える＞の村くのわき｣と　呼ばれています。自然が　美し
い　です。
今回は、　食べることが　大好きな私が　「美味しい食べ物」
を　紹介します。

大根そば　づくり　体験

国際交流員４人で　「農村　マイクロツーリズム」に　行
きました。
｢農村　マイクロツーリズム｣では　地元の人＜＝そこに
住んでいる人＞が　まちを　案内します。
地域の　いいところや　おいしい食べ物などを　少ない
人数で　楽しむことが　できます。
人が　少ないので　コロナ禍でも　安心して　行くこと
が　できます。

久野脇では　米が　あまりとれないので　昔は　米の　他に
も　そばを　よく食べていたそうです。この地域の　そばは
大根などの　色々な　野菜が　入っている「大根そば」です。
地元の人は　大根そば以外の　そばを　知らなかったので、
普通の　そばを　食べて　驚いたと　言っていました。

大根そばを　知る

私は、パンを　作ることが　大好きです。　ほとんど　毎週
作るので　そばを　作ることを　楽しみに　していました。
そばを　作るためには　やることが　たくさん　あります。
地元の人は、優しく　丁寧に　説明して　くれました。そば
を　作ることは　時間がかかって　難しかったですが、全て
が　初めてで　楽しかったです。家でも　作りたいと　思い
ました。

大根そばを　作る

自分が　作った　大根そばと　自分が　畑で
とった　ネギを　一緒に　食べまし
た。とても　美味しかったです。
初めて　そばの “旨さ”＜＝
おいしさ＞を　感じまし
た。

大根そばを　食べる

縁結びの村くのわき
えん  むす

榛原郡川根本町

車 /新東名高速道路島田金谷 ICから国道 473
号線、県道 63・77号経由で約 30分
バス・電車 /ＪＲ金谷駅から大井川鐡道「千頭
行き」に乗車し、「塩郷駅」下車。徒歩１分

久野脇には　おいしい食べ物以外にも　いいところが　たくさん
あります。民泊＜＝泊まることが　できる　家＞も　あります。
お土産コーナーには、美しい　手作りのものが　たくさんありま
す。私が　予定していた　以上に　お土産を　買ってしまいまし
た…。ここでの経験は　感動して　忘れることが　できません。
ブラジルの家族が　日本に　来たら　必ず　久野脇に　連れて行
きたいと　思います。

ツアーの　振り返り

チアゴ・フェルナンド
静岡県くらし・環境部 多文化共生課 国際交流員

【ブラジル】

053-544-1045　担当：おおくぼ☎
ツアーの問合せ先

むら

大根（だいこん）そばづくりを教（おし）えてくれた「く
のわき大根（だいこん）そばの会（かい）」のみなさんと
一緒（いっしょ）に撮（と）った写真（しゃしん）。

自分（じぶん）が作（つく）った初（はじ）
めてのそば。「大根（だいこん）そば」は、
日本全国（にほんぜんこく）から食（た）
べにくるそうです。

・塩郷の吊り橋～三ツ間集落まで散策
・㊙絶景スポットへご案内
・大根そばづくりの体験
・昼食は大根そばと川根茶いなり
・久野脇集落「縁結びスポット」
・縁カフェにて川根茶ワークショップ

長（なが）い棒（ぼう）を使（つか）っ
たそばの「伸（の）し」作業（さぎょ
う）。パチパチの音（おと）が出（で）
て不思議（ふしぎ）でした。

農村

マイクロツーリズム

［ツアー内容］

午前

昼

午後

おお  かわ

こくさいこうりゅういん にん のうそん い

のうそん じ  もと ひと

す ひと あんない

ち  いき た もの すく

にんずう たの

ひと すく か あんしん い

だい　こん たい　けん

かわねほんちょう い しま だ  えき くるま

ふん かわねほんちょう く   の  わき えんむす ひと

で   あ むら よ し ぜん うつく

こんかい た だい す わたし お　い た もの

しょうかい

だい　こん し

く  の  わき こめ むかし こめ ほか

た ち いき

だい こん いろいろ や  さい だい こん

だい こんじ もと い がい し

ふ つう た おどろ い

わたし つく だい す まいしゅう

つく つく たの

つく

じ もと ひと やさ ていねい せつめい

つく じ かん むずか すべ

はじ たの いえ つく おも

だい　こん つく

だい　こん た

じ ぶん つく だいこん じ ぶん はたけ

いっしょ た

お　い

はじ うま

かん

く   の わき

ふ かえ

た もの い がい

みんぱく と いえ

みやげ うつく て づく

わたし よ てい いじょう みやげ か

けいけん かんどう わす

か ぞく に ほん き かなら く   の わき つ い

おも

く   の  わき



飯田線

（ブルーベリービール）
天方

（夢のかけ橋）
花桃の里

（白倉峡）
ほっと龍山

（大栗安の棚田）
夢未来くんま

（鎮玉リバーリンピック）
ひずるしい鎮玉

（遠江一宮駅）

舘山寺スマートIC

一の宮の里

（ビジターセンター）
とんぼの里岩井

（旧東海道の松並木）
田原地区

（袋井温泉 和の湯）
諸井里山の会

新幹線

東海道本線

駿河湾

遠
鉄
電
車

天竜浜
名湖線

新東名高速道路

東名高速道路

1
150

152

磐田天竜川

浜松
高塚

豊田町

御厨

袋井
愛野

掛川
菊川

浜松浜北IC

森掛川IC

三方原スマートIC

遠州豊田スマートIC

浜松西IC 浜松IC 磐田IC
袋井IC

掛川IC

菊川IC

天
竜
川

大
井
川

浜松市

時間/午前10時から午後10時
休館日/年中無休
料金/大人1,000円(中学生以上)、
子ども500円(３歳以上)

西部エリ
ア 夢未来くんま

大栗安の棚田
とんぼの里岩井
桶ヶ沼ビジターセンター

天方
森町生まれ
ブルーベリービール

ほっと龍山
白倉峡

花桃の里
夢の懸け橋

ひずるしい鎮玉
鎮玉応援団

【山並みと調和した美しい里】
市街地から北へ約20kmの標高約450ｍの急
峻な山間部に位置する大栗安の棚田。
水稲栽培だけでなくお茶の栽培もおこなわれて
いるため、茶畑と棚田が織りなす珍しい風景を
見ることができます。
11月下旬には、棚田の周りを歩く「棚田ウォー
キング」も開催されています。

桶ヶ谷沼の貴重な動植物をパネルや標本で紹介する展示ホールや視聴覚
室・研究活動室などがあり、沼の自然を身近に感じられる自然環境保護活
動・支援体験学習の拠点です。
年間を通じて生き物観察会や、野生観察会等の自然と触れ合える各種イベ
ントを開催しています。

森町北部の天方地区、鍛治島集落で採れたブルーベリーを使用し
た、鮮やかな赤紫色とサワーエールらしい甘酸っぱいフルー
ティーな味わいが特徴のビールです。
ビールは掛川市の「カケガワファームブリューイング」に製造を依
頼しており、令和元年度の発売開始以来、毎年完売しています。
今年度は町内の「森町体験の里アクティ森」、「松尾酒店」、「田中屋
酒店」と磐田市「ギフトピュアセイトウ」の４店舗にて販売。合計
1800本の限定商品です。

天竜川の支流白倉川の約５㎞にある遠州
屈指の紅葉スポット。渓谷沿いには、全長１
㎞の遊歩道が整備されていて、約30分程
度の散策が楽しめる。随所に滝や渓谷の見
どころと橋などがあり、大自然を間近に感
じながら散策することができる。新緑の季
節や滝涼みなどにもおすすめなスポット。

昭和55年に路線の半分まで完成したところ
で工事が中止となってしまった幻の「佐久間
線」という鉄道の橋脚を利用して作られまし
た。
船明ダム湖にかかる全長473ｍの大きな橋
の上からは、四季折々の絶景が楽しめます。

鎮玉地域の活性化を目指して活動している「ひずるしい
鎮玉」。
「ひずるしい鎮玉」が展開する数々の活動を、企画から運
営に至るまで、ともに担っていただく鎮玉地域外にお住
いの方々で構成されるグループです。
「ひずるしい鎮玉」の活動に参加したことがある方々、ぜ
ひご連絡ください。

浜松市天龍区大栗安416

浜松市北区引佐四方浄30-12
053-544-1045☎

0538-39-3022
時間／午前９時から午後５時　休館日／毎週月曜日（祝日を除く）　料金／入館無料

☎

☎森町役場産業課 農政係     0538-85-6315 ●交通/［車］新東名高速道路浜松
浜北ＩＣより国道152号及び県道天
竜東栄線を北へ約30㎞
［電車・バス］遠鉄線天浜線「西鹿
島駅」下車、「くんま水車の里」行バ
ス35分、「新切バス停」徒歩20分

磐田市岩井315

●［電車・バス］東海道線「磐田駅」より遠鉄バス利用「岩田営業所」下車、徒歩20分

●交通/［車］東名高速磐田ＩＣより
車で約10分
［電車・バス］ＪＲ磐田駅北口から遠
鉄バスで15分
「磐田営業所」下車、徒歩約15分

●交通/［車］東名高速袋井ＩＣから車で20分
［電車・バス］掛川駅から天竜浜名湖鉄道
天竜浜名湖線で30分

浜松市天龍区龍山町大嶺
●交通/［車］新東名高速道路浜松浜北ＩＣから国道152
経由約30㎞
［電車・バス］遠鉄線天浜線西鹿島駅→浜松市自主運行
バス水窪行40分、西川下車、龍山ふれあいパス白倉線
利用（平日のみ運行、要予約）

浜松市天竜区大川31-10
●交通/［車］新東名高速浜松浜北ＩＣよりＲ152を北
へ25分
［電車・バス］遠鉄線天浜線西鹿島駅より自主
運行バス「水窪行き」で「相津」下車3分

駐車場及びトイレは、栗砦館をご利
用ください。

田原地区
旧東海道の松並木

徳川幕府が東海道沿いに松を植え、街道を整備した松並木が、三ヶ野、森下
等に少し現存しており、江戸時代の繁栄を思い起こさせます。

一の宮の里
遠江一宮駅

国の登録有形文化財に指定されている趣のある木造の駅舎。周
囲を畑に囲まれ、質素ながらも穏やかで親しみのある佇まい。
駅舎内にあるそば屋「百々や」は、知る人ぞ知る隠れた名店。ノス
タルジックな雰囲気の中、数量限定の美味しい手打ちそばが楽し
めます。

諸井里山の会
袋井温泉  和の湯

周智郡森町一宮2431-2

●交通/［電車・バス］ＪＲ袋駅から南へ2.5ｋｍ

袋井市諸井2022-3☎0538-23-1500

地下1,500ｍから湧き出す泉温27.2度のナトリウム・塩化物温
泉。源泉を２本利用し、保湿効果が高く、よく温まる淡い琥珀色の
湯。この温泉を利用して、とらふぐの養殖もおこなっている
ユニークな施設です。
和の湯のレストランでは、とらふぐ料理
をリーズナブルに楽しむことができます。

「ふじ
のくに

美しく
品格の

ある邑
」をエ

リアご
とに案

内する
「むら

とりっ
ぷ」。今

号は西
部エリ

アのお
すす

めスポ
ットを

紹介。
街から

ちょっ
と足を

延ばす
と、

知られ
ざる”

邑” に
出会え

るかも
。

江戸時代中期に
築いたとされる
古い石垣が残っ
ています。

檜曽礼の棚田

上の田んぼから
順に1か月ほど
かけて田植をし
ていきます。

本村の棚田

谷を走り岩を削っ
た急流が深い渓
谷となり、幾多の
滝や淵をつくり出
しています。

船明ダム湖に
美しいアーチを
描いています。

この橋梁は船明ダ
ム湖を挟んで道の
駅天竜相津花桃の
里と伊佐ボート
パークを結ぶ。

鎮玉地域の魅力を感じてい
ただけるイベントを随時、開
催しています。地域の方の
目線で鎮玉地域の良さを伝
える企画の立案から、当日
の運営まで関わります。

県道413号と国道一号
バイパスが交差する高
架下を左脇へ入ると、 交
通量のある二つの道と
は明らかに雰囲気の違う
旧東海道になります。 

この松並木の先には、[大
正の道][明治の道][江戸
古道]と時代ごとに作られ
た道や、本多平八郎所縁
の三ケ野権現があります。

ホームからの写真

遠江一宮駅外観

春先に、地域の南部の桶
ケ谷沼南側の畑一面に菜
の花が咲く風景は圧巻で
す。菜の花以外にも、四季
折々の自然や景観をハイ
キングしながら楽しむこ
とができます。

橋桁は赤と白のアー
チ型、2000年に歩
行者・自転車用橋と
して整備された。こ
の橋を渡れば月地区
への近道です。

イベントの企画・運営

ＳＮＳなどを活用し
て各種パンフレッ
ト等もご用意して
います。

広　報

沼周辺には、多くの動植物
が生息しており、ベッコウト
ンボをはじめとするトンボ
は、県内のトンボの３分の
２、国内の３分の１の種類が
確認されています。

地下1,500ｍ
から湧き出す
温泉

養殖されたト
ラフグ（左）
袋井市のB級
グルメ「たまご
ふわふわ」（右）



7月31日(日)～9月中旬

食べ放題を楽しめるブルーベリー狩り園が今年も開園します。

御
殿
場
市

沼田ロマンチック街道

沼田ブルーベリー狩り園 開園

沼田ブルーベリー狩り園
駐車場有

●入園料／小学生以上 500 円
ロマンチック街道 沼田直売所
0550-78-6473

Juli7

August 8
8月11日(祝)

奥が岳登頂者の方々を 100回単位で表彰

掛
川
市

東山

山の日

栗が岳山頂
掛川市観光協会 0537-24-8711

◎マスクの着用、消毒へのご協力にお願いしております。
◎体調の優れないお客様はご来場をご遠慮ください。

御殿場市沼田 146付近

掛川市東山

8月下旬

収穫したトウモロコシを見晴台に児童を集めて配布します。

焼
津
市

方ノ上

トウモロコシの収穫
見晴台にて児童に配布

見晴台 ●参加無料
方ノ上美農里事務局：平井 054-629-1607

◎マスクの着用をお願いします。

焼津市方ノ上

8月28日(日)16：00～19：00

お子様の夏休み最後の思い出作り
【出店】輪投げ・射的・ヨーヨー釣り・かき氷・ジュース
・フランクフルト・ポップコーンなど

浜
松
市

美竹林と極旨野菜の里

CoCoChi の夏祭り

緑の谷のごちそうテラスCoCoChi 体験テラス

( 株 ) ジー・ディー・エスイベント担当：木下
053-482-3768

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は来店をご遠慮ください。

浜松市西区大久保町 1173

CoCoChi の駐車場をご利用ください。
＊応募不必要。ご来場者全員が楽しめるイベントです。
　雨天中止・３日前までに判断

8月16日（火）

ご先祖様を供養するための灯篭流し

川
根
本
町

縁結びの村くのわき

久野脇灯篭流し

川根本町久野脇グラウンド前の河川
くのわき親水公園管理運営組合

（大井川）
0547-56-1781

９月上旬より

田んぼアートの絵柄が見頃です

浜
松
市

らびりんす雄踏

雄踏田んぼアート

山崎斎場 東
らびりんす雄踏代表 : 加茂 090-4112-8410

◎見晴台が組んであります。無人ですので気を付けて
　ご利用ください。

浜松市西区雄踏町

９月18日(日)９時～９時30分
浜
松
市

地域いきいき共生！恩地町環境みどり会

みどり朝市 14周年記念

恩地町公会堂・広場
駐車場有  ＊雨天時は、室内で実施
見野 閏一郎 053-426-2888

浜松市南区恩地町 443

September9

地産地消のみどり朝市を行います。14周年168回目を記念して、
みどり会が栽培した「さつま芋」を来場者に進呈します。

9月中旬
磐
田
市

岩田

オリーブの塩漬け

磐田市匂坂中：小学校農園 岩田交流センター

岩田交流センター駐車場を利用
岩田故郷の会：事務局 青島保一 0538-38-0181

磐田市匂坂上 615－1

オリーブを摘み取り、種抜き、重曹によるアク抜きをします。

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は来店をご遠慮ください。

●参加無料

9月予定
浜
松
市

村櫛地区

稲刈り体験会

浜松市西区村櫛町内

環境対策協議会 営農グループ むらちゃネット

親子で稲刈り体験を行います。

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は来場をご遠慮ください。

●参加無料

053-488-0800

十五夜および十三夜に近い休日で開催
伊
豆
市

伊豆月ケ瀬梅の里

お月見コンサート

伊豆月ケ瀬梅林イベント広場

農事組合法人 伊豆月ケ瀬梅組合 0558-85-0480

伊豆市月ケ瀬

満月の下、和楽を中心としたお月見コンサートを伊豆月ケ瀬梅林
で開催する。

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は来場をご遠慮ください。

●入場料／ 1,000 円

10月1日（土）午後～10月9日（日）午後3時
御
前
崎
市

カカシ祭りの里 新野

第 21回 新野カカシ祭り

新野川右岸　新野地区センター西側

新野公民館 0537-86-2024

新野川の堤防沿いに並んだカカシを見ながら歩く。来場者の投
票によって、最優秀賞、優秀賞、入賞を決定。

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は来場をご遠慮ください。

新野公民館（無料）
御前崎市新野 789-1

●参加無料

10月上旬
焼
津
市

方ノ上

芋掘り会

閻魔堂広場
方ノ上美農里事務局：平井

6月に蔓挿しをした畑で芋掘りをします。
焼き芋にしていただきましょう。

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は
　来場をご遠慮ください。

●参加無料

焼津市方ノ上

054-629-1607

10月上旬
焼
津
市

方ノ上

餅つき大会

閻魔堂広場

方ノ上美農里事務局：平井

地元で収穫した古代米で餅つきをします。つきたてを美味しく頂き
ましょう。

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は来場をご遠慮ください。

●参加無料
焼津市方ノ上

054-629-1607

10月上旬
藤
枝
市

滝沢・滝ノ谷

秋まつり

八坂神社
藤枝市役所スポーツ文化観光部文化財課

複数演目のある神楽を奉納する。大人だけでなく小学校高学年の
女の子たちも参加する。

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は来場をご遠慮ください。

藤枝市滝沢 1320

054-645-1100

10月予定
浜
松
市

久留女木の棚田～竜宮小僧伝説の邑～

稲刈り体験会

旧久留女木小学校集合

久留女木竜宮小僧の会 事務局 鈴木一記　　

大河ドラマ「おんな城主 直虎」のロケ地にもなった棚田で稲刈り
体験会をします。

◎マスク着用をお願いします。
◎三密のならないようご注意ください。

090-8869-0398　

旧久留女木小学校

１０月１５日（土）9:00～10：30
浜
松
市

大塚地区

さつま芋の収穫体験

地先のイモ畑
大塚愛郷会 代表 小池 富士雄

お子様を対象にイモ掘り体験（雨天中止）

◎マスク着用をお願いします。
◎三密のならないようご注意ください。

053-425-3324　

浜松市南区大塚町

＊お芋を入れる袋、作業用の手袋を持参してください。

10月の中旬から下旬の土･日
藤
枝
市

殿ふるさと会

コスモスイベント

佐口海戸の休耕田

藤枝市岡部観光案内所

コスモス畑を中心に物産販売・花狩り等を行う。開園セレモニーにつ
いては、日程調整中

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は来場をご遠慮ください。

特設駐車場を開設 300円
藤枝市岡部町殿

054-667-6060

11月上旬、中旬
磐
田
市

岩田

オリーブの油搾り（2回）

磐田市匂坂中：小学校農園 岩田交流センター

岩田交流センター駐車場を利用
岩田故郷の会：事務局 青島保一 0538-38-0181

磐田市匂坂上 615－1

◎一日目：オリーブを摘み取り、種抜き、潰し、搾りまでを行います。
◎二日目：濾過し、綺麗な油にします。

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は来店をご遠慮ください。

●参加無料

毎月第3日曜9時～9時30分
浜
松
市

地域いきいき共生！恩地町環境みどり会

みどり朝市

恩地町公会堂駐車場
駐車場有 無料
見野 閏一郎 053-426-2888

浜松市認定登録：農産物直売所「新鮮・安全・安～い」

浜松市南区恩地町 443　

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は来場をご遠慮ください。

◎マスク着用をお願いします。
◎体調が優れないお客様は来場をご遠慮ください。

毎月開催イベント

October 10November11

◎マスクの着用、消毒への
　ご協力にお願いしております。
◎体調の優れないお客様はご来場をご遠慮ください。

2022
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